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＜連絡事項＞

· 年末調整に伴う申告書に必要事項ご記入の上、11月27日(月)厳守で総務へ提出する事。
· WIZスケジュールの入力をする事。
＜利用者様情報＞

· 番沢　政勝様～ヘルニア治療のため西村整形受診中。本人より、腰痛のため今月末までデイケアを

欠席すると本日電話連絡がある。入浴等も困難とのことで1週間以上入浴しておらず、必要最低限曲げることはできるが、常時痛みはあるとの事。また、腰痛で安静にして過ごすようになった頃から「ずっと寝てろ」等と幻聴が聞こえるようになり（幻聴は前からあったが生活上は問題なかった）、11/21リスパダール増薬となっている。増薬後は少し治まってきたとの事だが、ヘルニアの具合と幻聴も合わせて休養の必要性を訴えている。
· 長瀬　紘一郎様～左頬に擦過傷あり。昨日デイナイトケアからの帰宅途中に歩道橋の階段を踏み外
し転倒したとの事。自宅アパートまで独りで帰宅することとなる為、懐中電灯の準備、防寒具の装着を促していく。
· 高島　吉太郎様～昨晩、青風荘にて椅子から転落したとの事｡デイナイトケア利用中も椅子に座っ
たまま居眠りし、体が傾いていることがある。また、歩行時不安定なため、常時見守りしていく。
· 稲垣　ふき様～幻聴があり、あまり眠れていない様子であるとの事。来所持は眠気の訴え頻繁に聞
かれたが、日課プログラムは支障なく参加している。
· 柳町　信之様～「肛門から水のような浸出液が出て気持ちが悪い」と話され、先週１週間欠席
されている。面談にて、再度、清拭について説明している。また、自主活動の

過ごし方について話し合っている。現在、ぼんやり過ごされている事が多いた

め、何か行ってみたい事はないか尋ねると「短歌、俳句、写生をしたい」と話

される。今後は、興味を持っている短歌、俳句、写生等の取り組みを本人のペ

ースに合わせ促していく。
· 山田　健次様～ナイトケア利用中であるが、帰宅時「暗くて怖い」と話しており、今後は例年
のように冬期間の利用は一時中止となることが予測される。現時点では、欠席する際は確実に連絡を入れるよう約束している。
· 神山　和典様～外来時、主治医よりタバコの本数を毎回聞かれたり、飲酒についても話をぶり
返されることがあったと不満を漏らす事ある。喫煙も含め、服薬とアルコールの併用は問題がある為、健康管理上必要であることを助言していく。

· 北嶋　剛様～昨日本人より母親とのトラブルの件で電話相談がある。特定のスタッフを指名し
ているが不在である事を伝えると少し躊躇している。内容としては、普段、本人と母親とで父親の介護をしているが、たまたま母親に対してだけ父親がお礼を言ったことに対し、本人が「父さんは母さんにだけ、ありがとうって言葉かけるんだね」と言うと、母親から「今までの苦労を考えればそんな言い方は出来ないはずだ…人間性の問題だ…」等と言われてしまい、母親との関係がぎこちない状況であったということを繰り返し話している。今朝、再度特定のスタッフを指名し電話があるが、母親とは昨晩夜中の2時まで話し合いをして和解できたとの事。「見返りを求めるような心を指摘されて何も返す言葉がなかった」とも話しており、幾分スッキリした様子が伺える。
＜デイケア事例検討＞

関口　禅様　（56）統合失調症　青山荘入居中

○青山荘へ入所して2年1ヶ月経過。→自宅での生活に向けて自炊訓練、外泊訓練に取り組んでいる。

○病識…再燃の前兆は眠れなくなる事。

　　　　再燃は「断薬」によるものと自覚しており、現在は服薬については問題ない。

○通所での目標…人との付き合いの中から、対人技術を獲得していく。

· 担当スタッフが状態を尋ねると、「50肩がね…」と肩の痛みについてのみふれる。

· 印象としては緊張が高く、自らスムーズに世間話をしてくるまで至っていない。必要な事柄だけはそのまま伝えてくる。

（青山荘からの情報）

· 忘薬はない。（断薬した理由については覚えていないと話す）

· 以前から「大久保さん（青山荘入居者・デイケア利用中）とは話しやすい」と話すが、実際場面は交流少ない。

· 外泊訓練先は自宅の離れ（一戸建てアパート風）であり、現在は自炊訓練に取り組んでいる。

· 青山荘では自室で過ごす事が多い。食事は自炊。身の回りの事はほぼ出来ている。

· 今後就労につくことは考えていない。以前は、「自分も働いて家族を助けたい」という思いもあったようだが、家族との話し合いの中で双方とも現状を維持していくことで納得している。

（家族のサポート状況）

· 現在は弟が主に支援しており、障害基礎年金（1級）の管理（本人へは月2万円渡す）も行っている。

· 母親は高齢、軽度の認知症である。

（デイケア利用状況）

· 選択プログラム（運動A・軽運動）では積極的にメンバーの輪の中に入ろうとする姿勢が見られる。

· クラブ活動（書道）の時間は集中力も持続し、活動性も高い。比較的表情の良い時間である。　　

· 料理教室、創作プログラム等では、独りでの作業は好まない。心配なこと（作業工程）があれば、事前に確認する。

（今後の課題）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 今後の生活を考えると、さらに人との交流拡大は必要なのか？

· 現在主治医は八戸赤十字病院　太田Dr。最近主治医が変更となった事もあり不安がある様子。青山荘退所後、受診時の情報がどのように伝わってくるのか？

＜青山荘利用者情報＞

· 奥山　以依子様～来年1月から年金は自己管理となる。今後、世帯分離手続きを進めていく予定。

· 宮　陽子様～本日より2泊3日で自宅外泊している。（その間の訪問看護は自宅へ）

